
令和４年度児童生徒の健康診断及び新体力テスト結果の調査 

実施要領 
 
１ 目 的 
  定期健康診断及び新体力テストの結果に基づき、児童生徒の体格・体力、健康状態を 
明らかにして、学校体育及び学校保健の充実のための基礎資料とする。 

 
２ 調査内容 
 (1) 体格・体力に関する調査              （体力調査シート） 
  (2) 運動・スポーツ・朝食（ア～カ）に関する調査        （体力調査シート） 
  (3) 疾病に関する調査                 （健康調査シートＡ）  
  (4) 健康診断集計表                  （健康調査シートＡ） 
  (5) その他の疾病・異常調査              （健康調査シートＢ） 
 (6) 傷病等による長期欠席者及び保健室登校に関する調査 （健康調査シートＣ） 
 
３ 調査対象者及び人数 
  (1) 体格・体力   

校 種 調査対象者（※１） １校あたりの調査人数 
小学校及び義務教育 
学校（前期課程） 各学年男女 各 ３人 36人 

中学校及び義務教育 
学校（後期課程） 各学年男女 各 ５人 30人 

高等学校（全日制） 各学年男女 各 10 人 60人 

高等学校（定時制） 各学年男女 各 10 人 80人 

高等学校（スポーツ総合専攻） 
※２ （スポーツ健康科学科） 

各学年男女 各 10 人 60人 
 
 

※１ 在籍児童生徒が上記人数に満たない場合は、在籍数を対象とする。 
※２ 普通科スポーツ総合専攻及びスポーツ健康科学科を有する高等学校の場合

は、該当する各学年男女各10人を加えて計120人とする。 

  
(2) 健康診断 

      全児童生徒（各学年毎に男女別で集計） 
 
４ 提出方法 

   (1) 市町（組合）立学校 
   ①必要事項を各調査シートに入力し、所管市町（組合）教育委員会へ電子データを

送付する。 
      ②添付する際には、体力調査と健康調査を別のファイルにして添付する。 
      ③ファイル名には、下記のとおり調査項目、学校コード、学校名の順に明記する。 
 

体力調査（11001）：○○立○○学校又は学園 
健康調査（11001）：○○立○○学校又は学園 

※学校コードは必ず半角で記入 

   
 (2) 府立学校 
      ①必要事項を各調査シートに入力し、体力調査と健康調査を別のファイルにして、 
        直接保健体育課へ電子データで送付する。 
      ②ファイル名には、下記のとおり調査項目、学校コード、学校名の順に明記する。 
 

体力調査（30001）：○○高校 
健康調査（30001）：○○高校 

※学校コードは必ず半角で記入 

 



 

５ その他 

(1) 体力調査の実施に当たっては、以下の感染症対策を講じて安全に行うようにしてく

ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施について（実施要領）」（令和４年４月１日付スポーツ庁）から抜粋 

 

(2) 体力調査において、可能な項目のみの実施となった場合、未実施の項目の記録につ

いては、「０」を記入せず空欄のままにし、提出してください。 

(3) 体力及び健康調査について、新型コロナウイルス感染症の影響により、期限までに

提出できない場合は、担当まで連絡してください。 

(4) 学校コードは変更されている場合があるため、必ず確認してください。 

(5) その他関係資料は、保健体育課ホームページに掲載していますので、ダウンロード

して作成してください。 

   保健体育課ホームページURL：http://www.kyoto-be.ne.jp/hotai/cms/ 
 
 
 

・文部科学省が作成した「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニ

ュアル」に示す感染症対策や体育の授業における留意事項を踏まえ、実施すること。 

・可能な限り屋外で実施することとするが、気温が高い日などは、熱中症に注意すること。 

・屋内での実施が想定されるテスト（例えば、上体起こしや長座体前屈）については、児

童生徒の間隔を十分にとるとともに、少人数毎の実施とすること。 

・上体起こしについては、児童生徒同士が向かい合うことが想定されるため、相手の足を

支える児童生徒については、熱中症のリスクがない場合にはマスクを着用すること。 

・地域の感染状況が悪化している場合には、直ちに中止とするのではなく、実施時期を可

能な限り後ろ倒しにする等の柔軟な対応を検討いただくようお願いします。 

・上記の感染症対策を講じてもなお、感染のリスクが高い場合には、実施可能なテスト項

目のみの実施となっても差し支えありません。 

http://www.kyoto-be.ne.jp/hotai/cms/

